
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 ５月３１日  №５ 

 

 ２３日から修学旅行へ出かけていた３年生が

無事に帰ってきました。舞台鑑賞や野球観戦等、

島では経験できないこともみんなで楽しんだ今

回の旅行。香中最後の夏を前に、学級の絆もよ

り強くなった５日間となりました。 

  

 

 旅行中は札幌地下歩行空間での観光大使活動を

実施したほか、昨年に続き北辰中学校と学校交流を

行い、ふるさと礼文を紹介したほか、現地の人たち

と親交を深めてきました。また、礼文にも店舗があ

る会社、レブニーズを訪問し、企業理念や社会人と

して求められることについて話を聞くと共に、礼文の魅力をい

かにして伝えるかを企画するミーティングを実際に経験する

等、進路選択に向け、職業観をさらに広げる学習にも取り組ん

できました。 

  

 

 実際に牧場に寝泊まりして酪農の

仕事を体験してきた２年生。見たこと

のない環境や仕事を通して、いつもと

は違う視点からふるさと礼文のこと

に思いをはせ、働くことの大変さを学

んだ２日間。どの子も初めての経験の

連続だった、密度の濃い今回の宿泊研

修でした。 

 朝５時前から漁の始まりが告げられる今の時期の礼文

ですが、牧場の朝も同様に早く、２日目の朝は５時半に

は牛舎で働き始めた２年生。幸運にも牛の出産に立ち会

うことのできた生徒もいたとのこと。豊富町役場や教育

委員会、ＪＡ北宗谷の協力で、町の産業等についても学

ぶ機会も得ることができたほか、稚内からの移動を始め、

たくさんの人のおかげで今回の企画が実現しました。貴

重な経験をまとめた報告が今から楽しみです。 



 

 

 

1 木  

2 金 礼文町少年の主張大会／英語検定 

3 土 フラワーマラソン大会 

4 日  

5 月  

6 火 縦割り班旗づくり 

7 水  

8 木 校内研修日 

9 金 校内礼文学発表会 

10 土 奮部稲荷神社祭 

11 日 船泊小運動会 

12 月 夏服移行開始／部活動夏時間に（～18：30） 

13 火  

14 水 校内研修日（教育局訪問） 

15 木 知床稲荷神社祭 

16 金  

17 土 利礼地区郡内卓球大会 

18 日 礼小・香小運動会 

19 月 夏服移行完了／放課後学習会 

20 火 放課後学習会 

21 水 町研サークル研修日 

22 木 期末テスト／職員会議／元地稲荷神社祭 

23 金 期末テスト 

24 土 春季少年軟式野球大会予選／教職員体育大会 

25 日  

26 月 部活動一斉保護者会／生活リズム点検日 

27 火  

28 水 特別支援学級職業実習 

29 木 特別支援学級職業実習 

30 金 特別支援学級職業実習 

 

  

今
季
の
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
は
「
ひ
よ
っ

こ
」
。
集
団
就
職
で
上

京
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
成

長
を
描
い
た
青
春
記
だ

▼
劇
中
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
参
加
し
た
寮
の

コ
ー
ラ
ス
部
が
「
椰
子
の
実
」
を
歌

う
。
故
郷
を
出
て
、
家
族
と
離
れ
て

東
京
に
暮
ら
す
部
員
た
ち
は
、
一
様

に
望
郷
の
思
い
を
募
ら
せ
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▼
離
れ

て
わ
か
る
故
郷
の
豊
か
さ
、
美
し
さ
。

家
族
や
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り
の
人
の
温
か
さ
、
有
難

さ
。
集
団
就
職
は
遠
い
昔
の
話
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
「
離
れ
て
わ
か
る
」
こ

と
が
あ
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と
い
う
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は
、
時
代
を
こ

え
て
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
▼
５
日
間
、
よ
そ
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ご
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を
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べ
て
き
た
３
年
生
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何
を
感
じ
た

だ
ろ
う
。
街
行
く
人
と
礼
文
に
つ
い
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対
話
を
し
、
何
を
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だ
ろ
う
▼
２
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う
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現
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を
知
り
、
何
を
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じ
た
だ
ろ
う
。
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文
と
似
た
よ
う
な
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ん
違
う
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を
耳
に
し
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何

を
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じ
た
だ
ろ
う
▼
小
学
校
か
ら
高

校
ま
で
が
取
り
組
む
礼
文
学
は
、
い
わ

ゆ
る
ご
当
地
検
定
の
よ
う
な
物
知
り
を

育
て
る
活
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で
は
な
い
。
故
郷
へ
の
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か

な
思
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を
胸
に
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礼
文
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界
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り
あ
え
る
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の
担
い
手
に
な
っ

て
い
け
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う
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の
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を
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く
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み
だ
▼
思
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や
る
八
重
の
汐
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。
い
ず

れ
の
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に
か
故
国
に
帰
ら
ん
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故
郷
が

あ
る
と
い
う
こ
と
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、
長
い
人
生
の
支
え

に
な
る
こ
と
に
い
つ
か
気
づ
い
て
ほ
し
い
。 

 

 ２・３年生が島外へ出かけている間、１年生

は礼文の自然散策と地物のホッケを使った調

理実習を楽しみました。 

 

 道端に自生するレブ

ンアツモリソウも１年

生たちを歓迎。花の季

節を迎えた礼文の自然

を満喫して１日目は終

了。 

 

 ２日目はホッケのム

ニエルとすり身汁作り

に挑戦。全員で魚を捌

き、力を合わせて調理

して美味しいお昼ごは

んができました。 


